
西南学院大学同窓会 各種諸団体連絡会

O開 催日  21115鮮 成27j年 4月24日GD 18:30～ 20:30

0開 催場所  西 南ヨ導ニテ和シター 2F4議 室
(大学東キャン′抑

口議 題 等

1.同窓会活動の近況報告等について

2.r2015年 度 大学同窓会機会・密親会」につVて

3.学 har立 100周年記念事業・募金事業につVて

4.各種諸団体様からの■意見・ご要望につVて

5。その他

Pl～ P4

P5/告 知すウ

用紙

〔
1は 年五1倒置く8呂ゆ.イれ 壇 .如 1い 月妊 荘 !〕

西南学院大学問窓会

西南学院は 2016年に 創立loo周年を迎えます畷
'一 申 捜

― 四
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平成 27年 4月 22R
西南学院阿窓会        ‐

支師 各 種諸団体責任者各位

西南学院大学同葱会

会長  末 吉 紀 機

緊急要請 「組織の裕力挙げ 募 全体制強化をお願いします」

閥窓会活動に対し、日ごろからご判堺とご協力を期り 態 瞬申し上げます こ んごとも
よろしくお願いいたしまえ

さて 「緊急要静Jと いう形での呼びかけとしましたので い ささか若かれたことと存じ
まえ 実は学院が集約した3潟末時点での 1∞ 周年配念募金の終額は3佐 2olxl万円で曳
目標の3o後 円め一割程度という底位の実績で抗 しかし、同時に示された募金への同窓
生の参加率は わ ずかに1 4%と いう全く予想もしない数字でした。同想生の継数ri幼
雅園から大学までの本発生を挙純に加算した約 14万 人をペースにしていますが そ れに
してヽ1 4%と いラのは 大 学の単年度の卒業生教よりも少ないので汽

100周 年の配念式典まであと1年 を残すのみとなったこの時点での1 4%で 汽 な
んとかしなけれlFなりません 大 学阿窓会として

育えられるあらゆる努力を傾注する所存
ですが 各 位におかれましても 「蒸急アピールJの 文書を差し上げました理由について
ぜひともご理第いたださ 強 力なご支援をお願いする次第です

もとより 募 生成学院全体で取り組むものでありますが 同 窓会組織のなかで最大多数
の会員を線する大学同窓会としては こ こで立ら上がらなければならないと考えまえ 申
高間態会とも連張しながら 譲 加導についてla 少 なくとも5～ lo%の 相で達成しなけ
ればならないと考えています。

そのため 学 院かヽらの公式な募金要請とは則値に す 本ての文師 (地域 職 転合わせて
,9支 師)と 各種緒団体の責任者のみなさまに そ れぞれの組織で募金体制をいっそぅ卸 ヒ
していただきたぃのです 学 廃からの要開文に地域 Ptl織 団 体ごとの要摘行動が貫なる
ことによつて ょ り効果的な募金の奥約が可能になると思います 具 体的には 以 下の対
応をお願いしたいと考えています。

①暖金要前の文書を支部 賭 団体_‐とに責任者名で文書を出していただきたぃと存じま
す。文書はこの緊急要請文を踏まえたものとし 同 窓会事務局で作成します。もちろん
独自の要繍文も歓迎します こ れに要する真材、費用などは全て事務局で負ねします。



の成tr以外でも、公式、非公式の会合で募登への機力を口頭で擦 静してくださV、

③Oは 募集親田終了までお願いいたしますが、Oに らぃては6月 中をメドに文書をお村

していただき、0現末時点で、募金額、◆加率の商面について成果を見定めたいとすえて

いま汽 その結果 さ らに新たな対応が必要であれば、改めてRHtしま曳

なお、①の文書にはこれまで同意会専務局などに寄せられた同意生からの問い合わせな

どについても、T準 に答えたいと考えています。例えば、額人募金の額については、SFr9

的な額として 「3万円径蔑Jを お示ししたり、西Hg学院と取,の ある企業 団 体へのおき

かけ方についての相藤盤口を紹介するなどのほか、募登活的全体に対するさまざまな疑問

に対応したいと考えていまえ これらの疑関が募査徴み上げの思わぬ障害になつている面

もあろうかと思いますので、わかりやすくHFrしなければならないと取 ま`す。

以 上


